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1,は じめに
本稿では、1平家物語』の 「断 り」表現を通 して、中世における対人配慮表現について考
えてみたい。対人配慮表現の歴史的研究は日本語史研究の分野では新 しいテーマであ り、時
代 ごとの基礎的記述 を進めてい く段階である。今回は中世語において、現代語の対人配慮表
現の萌芽 を探ってみ ようと思 う。
ここで、本論文の構成を概略述べてお く。2.では本研究の方法・資料 について述べる。3.
で 「断 り表現」の実態 を観察する。4.で は対人配慮の萌芽的な表現を取 り上げ、5.で 対
人配慮と不可分の関係にある軍記物の規範意識について述べる。6.は まとめである。
2.方 法 ・資料
本稿は、(依頼に対 して)「断る」とい う言語行動 を取り上げ、その中に見られる対人配慮
表現について記述するものである。 まず、本稿における 「依頼」「断 り」の定義を述べてお
きたい。
「依頼」は、《命令》《お願い》を含む幅広い範囲を指す用語として用いる。そもそも 「依頼」
は近代的な概念であ り、古典語 とはなじみにくい面もあるが、代わる用語が見つからないの
で、これを用いることにする。「断 り」の認定については、難 しい ところがある。上代～中
世では、現代語の 「お断 りします」「出来ません」のような定型的な表現がないため、表現
を手がか りに認定することはできない。本稿では、依頼 された内容が実行 されない場合を「断
り」とみなす。つまり、行為の 「実行一非実行」という基準を設けるわけである。以下、依
頼する人を 「依頼主」、依頼を受ける入を 「受け手」と呼ぶことにする。
本稿では、「依頼する」「断る」とい う二つの言語行動 を研究対象 とするが、「断 り」に重
点を置 く。これは、「断 り」の方に対人配慮が明瞭に現れるとい う見通 しにもとつ くもので
'L
ある。
調査資料としては、『平家物語』 を用いる。用例収集は、市古貞次校注 ・訳 『新編日本古
典文学全集 平家物語①②』(小学館)を 用いた。以下、挙例、現代語訳はすべて同書による。
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朽3.「断 り」表現の実態
3,1観 察 の対象
調査の結果、 『平家物語』 で 「依頼一 断 り」場面 が58例見 られた。以下で は、それ らを対
象 として、記述分析 を行 うことにす る。本稿で扱 うのは次 のよ うな例であ る。
(D儀 経)「とく＼/仕 れ」と宣ひければ、水手梶取申しけるは、(水手梶取)「此風はお
おき
ひ手 にて候 へ ども、普 通に過 ぎたる風 で候。奥 はさぞふいて候 らん。争でか仕 り候べ き」
2-342
(「さっ さと船 を出せ」 と言われたので、船頭 ・水夫が申す には、「この風 は追い風 ですけれど、普
通以上の疾風 です。沖はさぞか し吹いてお りましょう。 どうして船 を出せ ましょう」)
これは、義経が強風の中、船頭たちに命 じて船 を出させ ようとする場面である。義経の依
頼に対して、水手梶取が断っている。波線部 が依頼表現、実線部が断 り表現である。用例末
尾の数字は巻数 ・頁数を表す(以下同 じ)。
3.2r断 り」のタイプ
実 際あ用例 を観察 してみ ると、「断 り」に は様 々な タイプが見 られる。以下、それ らを挙
げ てみ よう。
【延期 タイプ】
12}(武士)「西八条へ召 さるるぞ。 きッと参れ」 といひければ、(西光)「奏すべ き事が あ
ッて、法住寺殿へ参 る。やがてこそ参 らめ」1-112
(「西八条へお召 しだぞ。さっそく参れ」と言ったので、f奏上すべき事があって、法住寺殿へ参るのだ。
それからすぐ参ろう」)
す ぐに実行せず、後で実行 すると して、実 行 を先 送 りす るタイプであ る。 この例で は、西
光が 「やが てこそ参 らめ」 と言って参上せず、先送 りしてい る。
【条件提示 タイプ1
{3}(頼政)「わが頸 うて」 と宣 ひければ、～(唱〉 「仕 ッと もおぼ え候 はず。御 自害候 はば、
其後 こそ給は り候 はめ」1-325
(「私の首を討て」と言われたところ、～「とてもお首を討てるとも思われません、ご自害なさいま
したら、その後にはお首を頂戴 しましょう」)
条件 を設定し、その条倖を満たせば実行するというタイプである。(3)で唱は頼政が自害す
ることを条件に実行を約束 している。
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1【嘘 タイプ】-
{4}(宗盛)「きこえ候 名馬を、み候 はばや」 と宣 ひつか はされた りければ、伊豆守の返事
には、(仲綱)「 さる馬 は もッて候 ひつれ ども、此 ほどあ ま りに、乗 り損 じて候 ひつるあ
でんじぐ
ひだ、 しばら くいたは らせ候 はんとて、田舎へつかは して候 」。1-293
(「評判の名馬 を見たい ものです」 と言ってや られたところ、伊豆守仲綱の返事 には、「そ ういう馬
は もってい ましたが、近頃あん まり乗 りす ぎ疲れ させて しまい ましたので、 しば らく休養 させ よう
というので、田舎へつかわ してあ ります」)
全 くの嘘話 をでっちあげ、それに よって断 る とい うタイプである。㈲ では、宗盛 の依頼 に
対 して、仲綱が ウソ話 をで っち上げて断る。
【意志 表明 タイプ】
㈲(今 井)「君 はあの松原へ い らせ給へ。兼平は此敵ふせ ぎ候 はん」 と申 しければ、～儀
仲)「所 々で うたれん よ りも、一所 でこそ打死 をもせめ」2-180
(「殿 はあの松原にお入 りくだ さい。兼平はこの敵 を防 ぎましょう」 と申 したので、～「別 々の所で
討たれる よりも同 じ所で討死 にもしよう」)
単に意志を直接的に表明するだけのタイブである。⑤は、義仲がただ自分の意志を表明 し
ているだけである。
【他者押 しつけタイプ1
㈲ 前後不覚になりしかば、(親俊)「つかまつ とも覚え候はず。他人に仰せ付けられ候へ」
とて 、 太 刀 を捨 て ての きにけ り。2-475
(前後不覚 になったので、「お役が勤 まるとも思われません。他 の入にご命令 くだ さい ます よう」 と
いって、太刀を捨てて退いて しまった。)
仕事 を他 人に押 しつ けて、 自身は逃れるというタイプである。{6)は、親俊が 自分ではで き
ないので、他 人に押 しつけて断 っている。
以上 、「断 り」のパ ター ンを整理 してみ た。断 り方 は現代 とほぼ共通す るようである。
3,3「 断 り」の談話展開
次に、.「断 り」の談話展 開 について考 えてみ よう。以下 では、断 った後、 どう展開す るか
に注 目してみ る。断 った後の展 開には二つのパ ター ンがあ る。
馳ぐ 課二灘 鰍 粥:)受　
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(A)は.依 頼主が再 度依頼す るとい うパ ター ンである。再 度の依頼では、最初 に比べて
依頼 の仕方が きつ くなる,受 け手はそれを自力で跳 ね返す ことがで きず 、仕方な く受諾する
ことにな るのである。再度の依頼 を断 る とい う例 は資料 中には見 られなかった。実際 には、
受諾 をめ ぐって押 し問答になる ことも想定 されるが、その ような例は見あた らないのである。
一方 、(B)は、依頼主が依頼 を撤 回す るパ ター ンである。依頼 した ものの、受け手の説得 ・
諭 しによって思い直 し、依頼 を撤 回す ることになる。
なお、複 数回の 「断 り」は地の文で見 られ、「頻 りに辞す」の ように表現 され る。具体的
なや りとりは、ぎ平家物語』 では会話文で描写 されていな い。 したがって、「断 り」表現が出
て くるの はひとつの依頼に対 しては、原則 と して一一度だ けとい うこ とになる。
なお、「断 り」の談話展 開については、近年 ロールプ レイ会話調査 という方法 を用いた方言
研究の成果が報告 されてお り、注 目される。それらとの比較は今後の課題 としてお きたい」主1
3,4「 断り」表現に見られる特徴
「断 り」において見られる表現上の特徴を挙げてお く。
①定型的な 「断 り」表現は未発達である。
現代語の 「お断 りします」「出来ません」「嫌です」のような定型的な断り表現は見ら
れない。
②理由説明がなされる場合が多い。
理由説明なしに断る例は、清盛、始皇帝など、権力者に限られる。身分の上下に厳 し
い社会では、上位者からの依頼を何の理由もなしに断ることは許 されざる行為であった
のであろう。
③謝罪表現は見 られない。
現代語では、断る場合 に、「すみませんが、私には出来ません」のように謝罪表現が
注2伴うことがある
。
④助動詞 「む」「べ し」「まじ」の使用が目立つ。
「依頼」「断り」には、助動詞 「む」「べ し」「まじ」が使用される例が 目立つ。
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4.対 人 配慮表 現 の 萌芽
ここまで、『平家物語』 の断 り表現 について観 察 して きた。以下 では、「依頼一 断 り」場面
における前 置 き表現 に注 目してみ よう。具体 的には、「理 をまげて」「しかるべ う候 はば」「悪
し」 を取 り上げる。
現代語では前 置 き表現 が発達 してお り、多様 な ものが見 られ る。注3人に依頼する場合 、「無
理を言い ますが/で きました ら/悪 いんですが ～ して下 さい」の ように用い られ る。以下で
は、「無理 を言 いますが」「で きま した ら」「悪いんですが」 といった前置 き表現 の萌芽 を資
料 の中か ら探ってみ よう。
4,1「理 をまげて」
(7)(俊寛〉「～た だ理 をまげて乗せ給へ。せめ ては九国の地 まで」 とくどかれ けれ ども、
都の御使、「いか に もかなひ候 ま じ」 とて、1-194
(4) ・-67-一
正
し(「ただ道理 をまげて、乗せて くだ さい.せ めて九州の地 まで」 と繰 り返 し懇願 なさったが、都から
の御使いが 、「どうして もそれはで きません」 といって、)
つげ
(8)(郎等〉「是程 おそろ しい天の告の候 に、ただ理 をまげて とどまらせ給 へ」と申 しけれ
ども、(助長)「弓矢 とる者のそれに よるべ きや うな し」 とて 、1-473
(郎等どもは、「これほど恐ろしい天のお告げがあ りますから、ただ道理に反しても{どうしても)
お止まりください」と申したが、「武士たる者がそんなことに従うわけにはいかない」といって、)
17)は、俊 寛が船 に乗せ るよう都の使 いに懇願する場 面、18)は、郎等が助長 に出陣 を思 い と
どま らせ ようとす る場面であ る。これらの 「理 をまげて」は 、現代語の 「無理 を申 します が」
のニ ュア ンスにかな り近い と思 われる。
4,2、「しかるぺ う候はば」
{9)(知時)「～ しか るべ う候 はば、御ゆる されを蒙 りて、ちかづ き参 り候 ひて、今一度 見
参にい り、昔物語 をも申 してな ぐさめ参 らせばや と存 じ候。 ～」2-265
(「できるこどでしたら、お許 しをいただいて、お側近 く参 りまして、今一度お目にかか り、昔話を
申してお慰め申し上げたいと存じます。～」)
む く うまの じニう
楽 「知時」=木工右馬允知時。重衡が長年使っていた侍。
(10}(三郎丸)「～ しかるべ う候 はば、御ゆ るされ をか うぶ ッて、大 臣殿の最 後の御車 を仕
り候 はばや」 とあながちに申 しければ、2-401
(「もしそうしてよろしければ、お許しをこうむって、大臣殿(=宗 盛〕の最後の御車のお供をいた
しとうございます」と強いてお願い申したので、)
(9)は、三郎丸が宗盛 の車 の供 を願い出る場面、⑳ は、知時が捕虜 となった重 衡に面会 を申
し出る場面であ る。 これ らで用 い られる 「しか るべ う候 はば」 は、現代語 「よろ しかった ら」
「出来ま した ら」の ような意味が感 じられる。
1
4.3「悪 し」
(1P(義経)「いかに宗 高、あの扇の まンなか射 て、平家 に見物せ させ よか し」。与一畏 ッ
1て申 しけるは、(与一〉「射おほせ候 はむ事、不定 に候。射損 じ候 ひなば、なが きみか た
の御 きずにて候べ し。一定仕らんずる仁に仰せ付けらるやうや候 らん」と申す。
判官(=義 経)大 きにいか ッて、(義経)「鎌 倉 をた ッて西国へお もむかん殿 原は、義
経が命 をそむ くべ か らず。す こ しも子細 を存ぜ ん人は、 とう＼/是 よ りかへ らるべ し」
とそ宣 ひける。与 一かさねて辞せばあ しか りなん とや思ひけん、(与一)「はつれんは知
り候 はず、御定 で候へ ば、仕 ッてこそ見候 はめ」2-358
(「どうだ宗高、あの扇の まん中を射て、平家に見物 させてやれよ」。与一が畏 まって申すには、「う
まく射切ることがで きるかどうかわか りません。射損 ない ましたなら、長 く味方の疵 とな りましょっ。
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確実に射切れそ うな人に仰せつけられるのが ようござい ましょう」 と申 した。
判官はたいそう怒 って、「鎌倉 をたって西国へ出向 く連中は、義経の命 を背いてはならぬ。少 しで
もあれ これ文句を言お うと思 う者 は、ここか らさっさと帰 られ るべ きだ」 と言われた。与一は重ね
て辞退 したらよくないだろうと思 ったのか、「はずれるか どうかわか りませんが、御 ことばですか ら、
いた してみましょう」)
働(義 仲)「猫殿の まれ＼/わ いたるに物よそへ」 とそ宣 ひける。中納言是 を聞いて、(光
隆)「ただいまあ るべ うもな し」 と宣へば、 ～中納言召 さでもさすが あ しか るべ ければ、
箸 と ッて召す よ ししけ り。2-126
(「猫殿が珍しく来られたのだから食事を用意せよ」と言われた。中納言はこれを聞いて、「今食事
などとんでもない」と言われると、～中納言は召し上がらないのもやはり具合がわるいので、箸を
とって召 し上がるふりをした。)
(lOは、義経が那須与一 に扇の的 を射 るよ う命 じる場面、働 は、義仲が光隆 に食事 を勧め る
場面 である。{11×12}は、いずれ も地の文 の例であるが 、形容詞 「悪 し」が用い られている。 こ
れ らは、現代語'「悪 いんですけ ど～」 と通 じるところがある。 ただ し、注意すべ きは、{11肋
の 「悪 し」が地の文 で用い られていることである。両者は、作者が登場人物 に替 わってその
心 中を述べて いると見 られ る。 まだ、会話文中の定型化 した表現 とはなってお らず、 その準
備段階 と言 えるのではないだろ うか。
注4
以上、前置 き表現 について見 て きた。
5.対 人配慮 と対理配慮
前節の 「理をまげて」「悪 し」「しかるべう候はば」は、いずれも朋確な対人配慮表現 とは
言い難いものである。これらに共通 しているのは、依頼主にたいする配慮 言い換えれば「人」
に対する配慮だけでなく、ある種の規範に対する配慮のニュアンスが感 じられることである。
たとえば、(11)では、大将義経という個人に対 して 「悪 し」と表現し左とも言えるが、同時
に大将の命令には必ず従うという規範に反するという意味で 「悪 し」と表現 したとも言える。
働は、義仲に対 して 「悪 し」であるように見えるが、同時に客は出された食事 を食べ るとい
う規範に反することが 「悪 し」であるとも言えよう。考えてみると、「理をまげて」は規則
『を犯す
ことの申し出であるし、「しかるべ う候はば」 も規則をゆるめてもらうことの申し出
であった。これ らはいずれも、規範意識に反するという共通性 を有 しているのである。
人がなすべ き規範は、『平家物語』では 「理」という語で表される。「理」は冒頭の 「盛者
必衰の理」が象徴するように、『平家物語」に通底する基本的概念 と言ってよい。ここで、「理」
に対する配慮を仮に 「対理配慮」と呼ぶことにしよう。r平家物語」では、「対理配慮」と 「対
人配慮」が未分化であり、む しろ 「対理」の色合いが濃いようにも見える。とりわけ.戦に
おいては個人の自由がなく、いわば将棋の駒のように動 くことが要請されよう。封建的な社
会構造では規範性に重きが置かれ、個人の存在はさほど大きくはない。しかし、近代社会に
おいては、個人の存在が大きいのであ り、対人配慮 もそれに対応 して比重を増 してくると考
(6) ・-65一
えるのが自然であろう。「理」を重ん じることは、『平家物語』 という軍記作品の特性を反映
注5す る もの と思われる
。
6.お わ りに
今回の 『平家物語』での調査は、中世 における配慮表現の一面に光を当てたに過ぎない。
中世期の全容を知るには、説話など他の資料の調査結果と突き合わせる必要がある。今後、
近世 ・近代と繋ぐことによって、対人配慮表現の発達過程が浮かび上がらせてみたい。
注
1日 高(2008)は秋田方言についての調査1報告であ り興味深い。山形(2009)は福井方言
で調査 を行なっている。
2近 世 ・近代の実態については青木博史(2008)参照。
3現 代語の前置き表現については、多門(2008)参照。
4前 置 き表現の発達は、文構造の変遷と関係づけて論 じる必要がある。文構造について言
えば、古代語では 「事態+モ ダリティ」で文を構成 していた。中世以降、叙法副詞が発達
することによって、「モダリティ+事態+モ ダリテ ィ」 という形に変化 した。その結果、
現代語で、仁田義雄氏が挙げるように、事態 をモダリティが包み込むという文構造モデル
が立てられることになる。前置き表現は、発話主体の 「心的態度 ・気持ち」を表すもので
あり、広義のモダリティ表現 として位置づけられる。現代語について井出(2006)では次
のように述べている。「……前置き表現はそれを言うことにより話 し手の相手の立場に対
する配慮 を示 しているというモダリティ表現 と言えよう。」(56頁)そして、前置き表現 を「伝
えたい命題内容を言うために、相手の考え方などを気遣っていることを明示的に示す談話
レベルのモ ダリティ表現」(57頁)としている。この捉え方は妥当である。
古代語のモダリティ表現は もっぱら文末で担われたが、近代語では、「文頭一文末」に
分離してきたので南る。このような文構造の変化は、対人配慮をより細やかに表現するこ
とが動機づけになったと考えられる。文末の領域だけでは、表現形式を詰め込むのに限界
がある。 ・
日本語の文構造の変遷については、阪倉(1970)が示唆的である。阪倉氏は日本語の表
現スタイルが 「開いた表現」から 「閉じた表現」へ推移 したと捉える。その中で係 り結び
の衰退、格関係の明示化、連体形終止形の同一化 といった形態論的、統語論的な変化を統
一的に説明 しようとしている。筆者の立場からは、その変化 を対人配慮という観点か ら捉
え直すことが可能であるが、この問題については稿 を改めることにしたい。
5「 理」を規範性の象徴と考えるならば、「依頼」「断 り」表現 において、規範に照 らした
判断を表す助動詞 「べ し」rまじ」が頻用されるという事実はひじょうに興味深い。両者
が古代で衰退消滅することなく、中世以降に生 き残 ってい くことの必然性 を示唆するよう
に思われるからである。
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